
だっこの魔法 

 

 オバマ大統領の広島訪問という歴史的な出来事がこの五月にありました。人生の中で歴

史に残るできごとに遭遇できる機会は、そうそうあることではありません。 

 平和公園でのスピーチのあと、被爆者の方に歩み寄り、肩を抱き寄せ、背中をなでさする

姿に胸が熱くなりました。過去の不幸な歴史を二度と繰り返さない、繰り返してはいけない、

という思いで、戦後の日米両国は歩んできました。唯一核兵器が落とされた国として、落と

した国して、両国が今後の国際社会に果たしていかなければならない役割は大きいと思い

ます。 

 

 前置きが長くなってしまいましたが、今月は、オバマ大統領に触発され、皆さんと、抱っ

こについて思いを新たにしていきたいと思います。 

 今さら、と思われるかもしれませんが、抱っこは手のある人なら誰でもできる、お金もい

らない、何の用意もいらない最強かつ、最良の子育てアイテムです。抱っこが最強の子育て

アイテムとして親と子の間を繋ぐものであるとは、何と素晴らしいことでしょう！ 

 もし、親子をつなぐものがお金であったり、相当の準備や技術を必要とするものであった

ら、どうでしょう？お金もなく、時間もない私達は、到底子育てなどできません。でもそれ

が「抱っこ」だなんて！なんという恵みでしょう。 

 ところが最近、抱っこは、悪いことであるかのように語られることがお母さん達との懇談

の中でよくでてきて、心が痛みます。「抱っこばかりしていると、抱き癖がつくっていいま

すよね。どうなんですか？」「うちではいい子にしていた時に、ごほうびとして、抱っこし

てあげることにしています。」・・・・・・・ 

 

 抱っこをせがむ子は、本当はもっともっとたっぷり心をこめて抱っこしてほしいのです。

満たされないから、もっともっととだっこをせがみます。質の不足を量で補おうとしている

かのように。ですから、心を込めて「あなたのことがだいすきだよ。かわいいかわいいお家

の宝の○○ちゃん」といいながらしっかり抱っこしていると、心が満たされた子は、自分か

らお母さんの手を離れて、探索活動にむかいます。そして、不安になると、またもどってく

るのです。 

 又私達のこども園では、できるだけ条件をつけずに子どもたちを抱っこすることにして

います。 

 「人は一日に１２回抱っこされるべきである。８回は命を保つために。４回は元気を取り

戻すために。」と語った人がいます。私はさらに、最後に２回を加えて、「母親のために」と

言いたいと思います。こどもを抱っこしている私達が、抱っこすることにより元気になる、

ということを、みなさんはきっと体験しておられることと思います。私達、保育に携わる者



も、子どもたちをしっかり抱っこしたあとは、とても心が満たされます。 

 でも、お家では、お母さんが忙しいときに限って、抱っこをせがみますよね。子どもはこ

うやっておかあさんに、「こっち見てサイン」を送ります。「わたしのことすき？すきだった

ら、だっこしてよね。」と。 

 こんな時、皆さんはどうしますか？忙しい時に限って「抱っこ」とせがむので、イライラ

してしまいますね。そして、「今忙しいからあとでね」とたいてい言ってしまうのですが、

子どもにとっては、スルーされたという思いが強くなり、かえってしがみついたりしがちで

す。そんな時は、まずその思いを受け止め、「抱っこしてほしかったんやね。」と、言葉をか

けながら、できるだけ抱っこしましょう。そして、しばらくしたら、抱っこしたまま、目を

見てゆっくり言い聞かせます。「お母さんは今、○○ちゃんと、お父さんと、みんなのご飯

をつくっているからね。ご用意が終わったら、いっぱい抱っこしようね。」と。静かにゆっ

くり目を見て語りかけると、子ども達は、本当によく理解してくれます。自分が大事にされ

ているという思いが伝わるからでしょうか。０歳の赤ちゃんのおむつ替えのときも、このよ

うな言い聞かせは有効です。 

 どうぞ、どの子も、無条件で抱っこされることが多くなりますように。忙しいからといっ

て、邪険に扱っていると、かえって余計な時間がかかり、親も子もイライラします。３分を

惜しんで、３０分かかった、という笑い話があります。忙しいお母さん、忙しいからこそ、

知恵を働かせてがんばりましょうね。 

 さいごに、繰り返しになりますが、子ども達は本当に、優しく、お母さんが大好きなので

す。自分が大好きなお母さんに大事にされているとわかると、ちゃんと待ったり、我慢した

りできるのです。今はだめでも必ず心は伝わります。あきらめず、繰り返し繰り返し、抱っ

こして、語り続けましょうね。こども園でもそう心掛けています。 


